
交付金充当額
（円）

一般財源等
（円）

合　計 426,353,707 381,839,024 44,514,683

【経費内容】
・交付金　146,190,000円
・消耗品費　99,992円
・通信運搬費（郵便料金）1,078,342円
・手数料（振込手数料）535,590円
・業務委託料　7,371,100円

【事業の対象（対象者、対象施設等）】
・世帯の全員が住民税非課税の世帯

【経費内容】
・家畜飼料高騰特別対策事業交付金
8,704,020円

【事業の対象（対象者、対象施設等）】
・市内に住所を有し、販売目的で家畜を飼
養する畜産農家

【経費内容】
・生活応援交付金　174,788,500円
・商品券発送等事務費　18,363,394円

【事業の対象（対象者、対象施設等）】
・市民及び市内事業者

185,000,000 8,151,894
・市内事業所において総額174,788,500
円分の商品券が使用・換金された。

商
工
課

・商品券の配布により、⾧引く原油価格・物
価高騰の影響で大きな打撃を受けている市
民生活を支援するとともに、商品券が市内事
業所限定で使用・換金されたことにより、地
域経済の下支えに資することができた。

3 生活応援商品券事業

コロナ禍におけるエネル
ギー・食料品価格等の
高騰により、家計の維持
が困難な状況となってい
ることから、商品券を配
布し生活支援を行うとと
もに、地域経済の活性
化を図る。

令和５年６月15日
～

令和６年３月27日
193,151,894

6,000,000 2,704,020

・販売目的で家畜を飼養する畜産農家に対
し、令和５年４月から令和６年３月までに
購入した輸入粗飼料の数量に応じて交付金
を交付した。
（1トン当たり20,000円）
－交付件数:91件

農
業
振
興
課

・飼料価格の高騰により、今後の経営継続
に厳しさが増した畜産農家を支援したことによ
り、畜産経営の継続と経営の安定化を図る
ことができた。

2
家畜飼料高騰特別対
策事業

コロナ禍におけるエネル
ギー・物価高騰により、
飼料価格も高騰し、畜
産経営の継続に厳しさ
が増していることから、輸
入粗飼料について交付
金を交付し、畜産農家
への負担軽減支援す
る。

令和５年６月15日
～

令和６年３月27日
8,704,020

0
令和５年６月15日

～
令和６年１月19日

155,275,024 155,275,0241
住民税非課税世帯臨
時特別給付金事業

コロナ禍におけるエネル
ギー・食料品等の物価
高騰により、低所得世
帯が生活を維持すること
が困難な状況となってき
ていることから、住民税
非課税世帯に一世帯あ
たり30,000円を給付す
る。

－給付世帯数:4,873世帯

・コロナ禍におけるエネルギー・食料品等の物
価高騰により生活に苦しくなった生活困窮者
の生活の維持に繋げることができた。

社
会
福
祉
課

事業全体を通した評価 担当課

効果検証シート(新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業（令和５年度実施分））

№ 事業名 事業概要 事業期間
決算額
（円）

経費内容及び対象 事業実績
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交付金充当額
（円）

一般財源等
（円）

事業全体を通した評価 担当課№ 事業名 事業概要 事業期間
決算額
（円）

経費内容及び対象 事業実績

【経費内容】
・飼料用米生産拡大緊急対策事業交付金
43,514,000円

【事業の対象（対象者、対象施設等）】
・令和５年産飼料用米の生産者であって、
生産コスト低減等の交付要件を満たしている
農業者

【経費内容】
・交付金　20,466,000円
・消耗品費　62,626円
・通信運搬費（郵便料金）673,993円
・手数料（振込手数料）375,650円
・業務委託料　4,130,500円

【事業の対象（対象者、対象施設等）】
・住民税非課税世帯のうち65歳以上の高
齢者のみで構成される世帯、重度医療受給
世帯、ひとり親世帯、生活保護世帯

4
飼料用米生産拡大緊
急対策事業

・令和５年産において飼料用米生産に取り
組む一定の要件を満たした農業者に対し、
対象面積に応じて交付金（10a当たり
10,000円）を交付した。
－交付件数:136件
－取組面積:435.14ha

5
物価高騰対応生活困
窮世帯緊急支援事業

コロナ禍における原油価
格や物価の高騰により、
生活困窮世帯が生活を
維持することが困難な状
況となってきていることか
ら、生活困窮世帯に一
世帯あたり6,000円を
給付する。

令和５年８月２日
～

令和６年１月31日
25,708,769 1,341,000 24,367,769

－給付世帯数:3,411世帯

コロナ禍におけるエネル
ギー・物価高騰により、
肥料などの生産資材価
格の高騰により飼料用
米の収益を確保するた
めには、より一層の低コ
スト化が必要であること
から、飼料用米の低コス
ト化と生産拡大を推進
するため、飼料用米の
低コスト生産に取り組む
農業者に対し、対象面
積に応じて交付金を交
付する。

令和５年４月１日
～

令和６年２月９日
43,514,000 34,223,000 9,291,000

農
業
振
興
課

社
会
福
祉
課

・令和５年産米においても更なる主食用米
の減産が求められる中、本事業を加えて需
要が見込める飼料用米の生産拡大を促進し
たことにより、需要に応じた米生産の推進と稲
作経営の安定化を図ることができた。

・コロナ禍における原油価格・物価高騰により
生活に苦しくなった生活困窮者の生活の維
持に繋げることができた。
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